
主催 ： 公益財団法人りそなアジア・オセアニア財団 /  共催 ： 大阪府、大阪市、関西経済連合会（アジアビジネス創出プラットフォーム）、

大阪商工会議所、大阪産業局 /  後援 ： 日本貿易振興機構（ジェトロ）大阪本部、JICA関西、関西SDGsプラットフォーム、

産經新聞大阪本社、りそな銀行、 関西みらい銀行、みなと銀行、りそな総合研究所

13：3５ 主催者挨拶 りそなアジア・オセアニア財団 理事長  岡橋 達哉
     

13：40 趣旨説明 総合地球環境学研究所名誉教授

（財団環境事業選考委員長）   阿部 健一氏
  

13：50 基調講演① 「いまなぜ民藝か」

明治大学理工学部 准教授    鞍田 崇 氏
（休憩10分）

14：40 基調講演② 「綺麗な地球と漆文化を次世代に」

株式会社堤淺吉漆店 代表取締役  堤 卓也 氏
  

15：10 基調講演③ 「もったいないを価値に変える蒸留プラットフォーム構想」

エシカル・スピリッツ株式会社 代表取締役CEO 小野 力 氏
（休憩10分）

15：50 パネルディスカッション ◎パネリスト 鞍田崇氏、堤卓也氏、小野力氏、岡橋達哉
    ◎コーディネーター 阿部健一氏

いとおしさと愛着
～未来の「ものづくり」を考える～

公益財団法人りそなアジア・オセアニア財団 第１３回環境シンポジウム

2025年11月17日(月) 
ウェスティンホテル大阪 ２階 オリアーナ

13：30～17：00（開場13：00） 同時配信 YouTube

プ
ロ
グ
ラ
ム

地球環境問題は人間による「もの」の大量生産・

大量消費が引き起こしたものであり、これまでは

「もの」をどれだけ減らしてエコな生活へ移行して

いけるかへ注目しがちでした。

しかし、「もの」は人間が豊かに生きるために産み

出されてきたものであり、「ものづくり」は受け継が

れるとともに進化していくべきものです。人には誰に

も好きなものがあります。「いとおしさ」や「愛着」を

感じ、かけがえのない存在になることもあります。根

源的には、「ものづくり」に込められた「思い」が起

因しているのかもしれません。

私たちが考えなければならない事は、人間にとっ

て大切な「ものづくり」を、環境に負荷をかけない形

で繋いでいくことではないでしょうか。

未来へ繋げていく「ものづくり」について、皆さん

とともに考えたいと思います。
参加費無料
・会場 6０ 名

（事前申込制）

・ライブ配信

（申込不要）



登壇者

阿部 健一 氏 (あべ・けんいち）

総合地球環境学研究所名誉教授

財団環境事業選考委員長

現地参加

定員 60 名インターネットからお申込みください。

申込フォーム

https://www.resona-ao.or.jp/

お申込期限：11月13日 (木)

満席になり次第受付終了

ライブ配信（You Tube）

You Tubeのりそなアジア・オセアニア財団

チャンネルでライブ配信を行います。

どなた様でもご視聴いただけます。

〈配信チャンネルURL〉

https://www.youtube.com/@resona-ao

■お申込・お問合せは 〒541-0051 大阪市中央区備後町2丁目1番8号 備後町野村ビル7F

TEL：06-6203-9481 E-mail：info@resona-ao.or.jp

参 加 方 法

【シンポジウム会場での注意事項】

〇事前受付を行い、受講券メールがある方のみ入場・受講可能です。

当日参加はいかなる理由があってもお受けできません。

〇会場内の録音、録画は禁止です。

〇登壇者およびその他参加者への中傷、脅迫、いやがらせに該当する

行為はおやめください。

〇禁止事項が認められた場合、今後のセミナー等へのご参加をお断りす

る場合がございます。ご了承ください。

【ライブ配信の注意事項】   

〇配信の録音、録画は禁止です。

【その他】

〇やむを得ない事情でライブ配信に変更させていただく場合もございます。

〇会場では、ペーパレス運営のため発表資料の配布は致しませんのでご理

   解ください。終了後にアンケートへご協力いただいた方へは、メールにて

   資料の共有をさせていただきます。

会 場 案 内

・Osaka Metro御堂筋線「梅田駅」北改札出口(ﾖﾄﾞﾊﾞｼ側)より徒歩約9分

・阪急電車「大阪梅田駅」茶屋町口出口より徒歩約9分

・JR「大阪駅」中央北口出口より徒歩約7分

〇ウェスティンホテル大阪 2階 オリアーナ
〈大阪市北区大淀中1-1-20（新梅田シティ内）〉

QR コード

自動的に生成された説明

小野 力 氏 (おの・ちから）

エシカル・スピリッツ株式会社

代表取締役CEO

堤 卓也 氏 (つつみ・たくや）

株式会社 堤淺吉漆店 代表取締役

1994年生まれ、東京都出身。

University College London 

心理学部卒業。ファーストキャリ

アで、デロイトトーマツコンサル

ティングを経て、ロンドンにてFuzed Innovationsを

CEOとして共同創業。インフルエンサーや企業向けに

コンテンツマーケティングにおけるソリューションを開

発。その後、dotD, inc.にてManaging Directorとし

て新規事業立ち上げを経て、エシカル・スピリッツ

株式会社を共同創業、COOとしてオペレーションを

管轄。2024年1月より、代表取締役CEOに就任。

Forbes JAPAN誌：世界を救う新起業家100人

（2024年）に選出。

京都大学東南アジア研究センター、

国立民族学博物館、総合地球環境

学研究所教授等を経て同研究所

名誉教授。現在は「上廣環境日本

学センター」の客員教授を務める。専門は環境人類学・

相関地域研究。東南アジア熱帯林で生態学的調査を続

けるうちに、森と人、さらには自然と人の関係に興味をも

つようになる。その後、環境学に転じたが、自然と人の関

係がいびつにゆがんできたのが地球環境問題、との考

えが研究の根底にある。世界水フォーラムにおいてユ

ネスコとともに「水と文化多様性」のセッションコーディ

ネーターを2003年からつとめ、FAOの世界農業遺産

の制度設計にも関わった。

「いとおしさ」をデザインする』（明治大学出版会 2015年）、『分離派建築会―日本

のモダニズム建築誕生』（共著、京都大学学術出版会 2020年）、『民藝のみかた』

（監訳・解説、作品社 2024年）など。

京都で明治42年から続く〈堤淺吉漆店（つつみあさきちうるし

てん）〉の四代目として生まれる。北海道大学農学部卒業後、

精肉業を経て、2004年、家業を継ぐためにUターン。2016年

からは、漆のある暮らしを次世代の子どもたちにつなぐ取り組

み「うるしのいっぽ」をスタート。トム・ウェグナーとコラボした漆

のサーフボード〈URUSHI ALAIA（ウルシアライア）〉をはじめ、

BMXやスケートボードに漆を掛け合わせ、漆の新たな可能性を提示。2019年に〈一般

社団法人パースペクティブ〉を共同創業。山間地・京北で「行為循環型のものづくり」を

行う〈工藝の森〉の活動に取り組んでいる。2023Forbes CULTURE－PRENEUR授賞、

2024年PFV賞受賞。

鞍田 崇 氏 (くらた・たかし）

明治大学理工学部 准教授

哲学者

1970年兵庫県生まれ。1994年京都大学文学部卒業、2001

年同大学大学院人間・環境学研究科修了。博士（人間・環境

学）。総合地球環境学研究所などを経て、2014年より現職。

近年は、ローカルスタンダードとインティマシーという視点から、

現代社会の思想状況を問う。 著作に『民藝のインティマシー

岡橋 達哉 (おかはし・たつや）

財団理事長

りそな銀行シニアアドバイザー

株式会社長谷工コーポレーション

副社長執行役員

四條畷、守口、江坂の各支店長及び淀川エリア、大阪営業

部、渋谷支店の営業部長を歴任。2017年埼玉りそな銀行

執行役員。2019年りそな銀行常務執行役員大阪営業部

長。2020年りそな銀行代表取締役副社長兼執行役員。

2023年りそな銀行副会長。2024年より株式会社長谷工

コーポレーション副社長執行役員社長補佐及びりそな銀

行シニアアドバイザーとして現在に至る。

2023年より公財）りそなアジア・オセアニア財団理事長

を兼務。

1987年同志社大学商学部卒業、

同年大和銀行（現りそな銀行）入行。
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